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第167号

　

学校別新１年生（令和４年４月７日現在）　

小学校 一小 二小 三小 四小 五小 六小 七小 八小 計
児童数 61 91 101 48 99 53 53 33 539

中学校 一中 二中 三中 計
生徒数 148 208 117 473 （人）（人）

教
育
相
談

「友だち関係がうまくいかない」「学校へ行きたくない」「勉強が思うよう
に進まない」「子どもの性格や行動が気になる」等、様々な悩みなどにつ
いて、プレイセラピーやカウンセリングを行いながら専門の相談員が一緒
に考えていきます。

就
学
相
談

「在籍園・学校や医療機関等で進められた」「発達がゆっくりで、集団につ
いていけるか心配」「子どもに最も合った環境を選びたい」等、様々な心
配や不安などについて、お子さんにとってどのような教育環境や支援形態
が適切なのか、専門の相談員が一緒に考えていきます。

　令和４年４月から、国立第七小学校に難聴通級指導学級「きこえの教室」
が開級しました。
　対象は、通常の学級での学習におおむね参加できるものの、聴力がある
程度低下し、音が聞こえにくい状態にあり、一部特別な指導が必要な児童
です。在籍している通常の学級で授業を受けながら、きこえの状態に応じ
て、週１～２回（１回45～ 90分）の指導を国立第七小学校の「きこえの教室」
で行います。
　相談等は以下の問い合わせ先へご連絡ください。
　未就学児：指導支援係就学相談　☎ 576-2111（内線 337）
　在籍児童：国立第七小学校「きこえとことばの教室」☎ 575-8441

　　　　　　（「きこえとことばの教室」直通）　　
	 教育指導支援課

　様々な理由により、平日に相談することが難しい保護者の皆様のニーズ
にお応えするために、令和4年 5月から、月2回、土曜相談を行います。
相談日時　	原則第 2・4土曜日（祝日を除く）午前 9時30分から午後 5時まで

（午前9時30分から正午、午後1時から午後5時）
開始日　令和4年 5月14日（土）
場　所　国立市教育相談室（国立市教育センター2階）
内　容　

　土曜日の相談をご希望する方は、以下の問い合わせ先へご連絡ください。
予約受付時間は、月曜日から金曜日（祝日を除く）の午前10時から午後 5
時までです。予約は先着順です。
問い合わせ先　教育相談：国立市教育相談室　☎ 576-2109
　　　　　就学相談：指導支援係就学相談担当　☎ 576-2111（内線337）
	 教育指導支援課

　全国的にも有名な国立市の春の風景として、大学通りの桜は、植えられ
てから90年余りを過ぎました。その桜の維持保全の取組として、「桜守」
の活動をされている大谷さんから、「６年生の子どもたちに桜の植樹を」と
の提案をいただき、大学通りに桜の木を植樹しました。
　卒業を迎える子どもたちにとって、コロナ禍で様々に制限があり、思い
どおりにならない日々の生活の中で、自分たちが関わり、年々生長していく
桜の木を植えられたことは、これからの未来を生きていくうえできっと何か
の支えになると思います。

　教育指導支援課

通級指導学級通級指導学級「きこえの教室「きこえの教室（難聴通級指導学級）（難聴通級指導学級）」が開級しました」が開級しました

令和4年5月から、令和4年5月から、教育相談および就学相談教育相談および就学相談をを土曜日土曜日（事前予約制）（事前予約制）に行いますに行います

桜の樹を植えました桜の樹を植えました

　小学校入学時に、特別支援学級や特別支援教室等の利用を開始できるよ
うにするための就学相談について、令和５年度就学児童の受付期間は以下
のとおりです。

　ここ数年、申込件数が増加する中で、丁寧かつ計画的に相談業務をすす
めるために、７月末を申込締切としています。小学校就学に向けて相談を
ご希望されている場合は、締切日までにお申し込みください。
　なお、「特別支援教育説明会」を令和４年５月13日（金）午前中に開催予
定です。この会の際にも、就学相談の申し込みを受け付けます。詳しくは、
４月に在籍園から配布された案内チラシをご確認ください。
	 教育指導支援課

令和5年度 令和5年度 就学児童の就学相談受付期間について就学児童の就学相談受付期間について

受付期間　令和４年４月１日（金）から令和４年７月29日（金）まで
申 込 先　指導支援係就学相談担当　☎576-2111（内線337）

▲国立第三小学校　

▲

国
立
第
七
小
学
校

ご入学おめでとうございます

　４月６日（水）に小学校で、４月７日（木）に中学校で入学式が行われました。４月６日（水）に小学校で、４月７日（木）に中学校で入学式が行われました。
　入学式は、時間短縮や密の回避など、新型コロナウイルス感染症対　入学式は、時間短縮や密の回避など、新型コロナウイルス感染症対
策を徹底した上で実施しました。希望と笑顔にあふれた子どもたちの策を徹底した上で実施しました。希望と笑顔にあふれた子どもたちの
新しい特別な１年がスタートしました。新しい特別な１年がスタートしました。
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仮
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）
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合
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現
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施
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具
体
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に
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、
希
望
者
に
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し
モ
バ
イ
ル

Wi-

Fi
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を
貸
し
出
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ま
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さ
ら

に
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し
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し
た
通
信
回
線
と
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
併

せ
て
貸
し
出
し
ま
す
。　　

教
育
指
導
支
援
課

学
校
家
庭
連
絡
シ
ス
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ム
導
入
事
業

　
学
校
と
保
護
者
と
の
連
絡
を
行
う
た
め
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
こ
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ま
で
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を
用
い

て
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欠
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連
絡
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必
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。
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援
課

魅
力
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る
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り
事
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。

教
育
総
務
課

都
指
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し
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指
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進
め
ま
す

　
東
京
都
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有
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本
田
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（
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保
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１
２
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は
、
令
和
３
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度
か
ら
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屋
の
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を

行
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と
と
も
に
、
復
元
工
事
の
実
施
設
計
に

着
手
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
解
体
工

事
を
進
め
、
解
体
し
た
部
材
の
詳
細
な
調
査

を
行
い
ま
す
。
調
査
で
判
明
し
た
内
容
を
踏

ま
え
て
実
施
設
計
を
進
め
、
令
和
５
年
度
に

復
元
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課

令和４年度令和４年度　　教育費予算教育費予算についてについて

教育総務費
864,113千円

中学校費
300,806千円

学校給食費
325,420千円

社会教育費
298,635千円

社会体育費
203,898千円

図書館費
216,374
　千円

公民館費
123,859千円

小学校費
639,728千円

教育費当初
予算総額

2,972,833千円

教育総務費
864,113千円

中学校費
300,806千円

学校給食費
325,420千円

社会教育費
298,635千円

社会体育費
203,898千円

図書館費
216,374
　千円

公民館費
123,859千円

小学校費
639,728千円

道徳授業地区公開講座道徳授業地区公開講座
授業を公開することにより開かれた学校を推進し、意見交換を通して、
家庭・学校・地域社会が一体となった道徳教育を推進することをねら
いとしています。授業の内容や方法を工夫し、多様な価値観と向き合
う「考え、議論する道徳」への質的転換を図っています。

セーフティ教室セーフティ教室
　第一部では非行防止や犯罪の被害に遭わないための授業を行います。
第二部では非行や犯罪から児童・生徒を守る取組について、保護者、
地域住民、教員、関係機関担当者等で意見交換を行い、地域での実践
等について協議します。

道徳授業地区公開講座・セーフティ教室道徳授業地区公開講座・セーフティ教室
～多くの方々のご参加をお待ちしています～～多くの方々のご参加をお待ちしています～

○詳細については、各学校にお問い合わせください。

学校名 道徳授業地区
公開講座 セーフティ教室 電話番号

国立一小 令和5年１月28日（土）６月28日（火）、６月30日（木）、
９月10日（土） 572-1197

国立二小  ６月 ４日（土） ５月24日（火）、５月27日（金） 572-2197

国立三小  ６月18日（土）
５月23日（月）、５月24日（火）、
５月26日（木）、５月27日（金）、

５月30日（月）
572-3197

国立四小  ６月25日（土）10月14日（金）、10月17日（月） 572-4197
国立五小  ６月18日（土） １月21日（土） 572-5197

国立六小
 ９月 ５日（月）
 ９月 ６日（火）
 ９月 ９日（金）

７月５日（火）、７月６日（水）、
７月７日（木） 572-6177

国立七小  ９月17日（土） ５月２日（月）、５月11日（水） 575-8425
国立八小 令和5年１月28日（土） ６月25日（土） 576-8791
国立一中 10月 ８日（土） ７月20日（水） 572-1187
国立二中  ９月 ３日（土） 11月８日（火） 572-2187
国立三中 10月 ８日（土） ４月23日（土） 576-3638
新型コロナウイルス感染症対策のため、上記の行事は延期または中止となることがあります

　　　　　　例年実施している学校リサイクルを今年度も実施しました。
　普段は一般の方も参加可能ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、昨年度に引き続き、教育関係や図書関係の団体様のみの参加に

限定しました。
　当日は17の団体様にお越しいただき、351冊のリサイクル本を提供
しました。

中央図書館☎ 576-0161

国立第二小学校　小林　理人　校長
　国立第一小学校及び国立第二小学校の校長として、明確なビジョン提示と
行動力により、学校関係者との共通理解を深め、地域とともにある学校づく
りの礎を築きました。特に情緒しょうがい教育については、行政等での経験
を生かし、市内だけではなく、全国情緒障害教育研究会の会長を務めるなど
リーダーシップを発揮し、東京都並びに国立市の学校教育の発展と児童の健
全育成に力を尽くし、多大な貢献をしました。　　　　　　教育指導支援課

　「国立を、世界に誇る田園都市で、田畑とつ
ながり、子どもが多い多文化共生できるまち
に」と語る小野淳さん。農の価値を「食・結（ソー
シャル）・学・癒・遊・美」の６つと考え、こ
の６つをもとに事業を構築されています。田
畑をコミュニティの場として交流を作り、地域
の価値を育てて、次世代につなげる取組など
幅広い事業を語っていただきました。講演会
の際には、小野さんの著書を展示し、紹介し
ました。
　参加者の感想では、「地元のことがあらた
めて好きになりました。」「国立の魅力を再発
見でき、新鮮さと同時に納得の内容とわかり
やすい言葉で、収穫の多い時間でした。」「東
京の都市農業のすばらしさを実感できました。
都市農業をこの地域に残していきたいと思い

ました。」など学びや共感が多かったです。当日の質問も「事業が多岐にわ
たるが、横の連携などどうしているか？」「ゲストハウスの空き家はどう手
に入れたか？」など質疑応答があり、地域の課題に関心がある参加者が多く、
有意義な時間が過ごせました。　　　　　　　　	中央図書館☎ 576-0161

学校リサイクルの学校リサイクルの報告報告

令和３年度令和３年度　　東京都教育委員会職員表彰東京都教育委員会職員表彰

　　　　　　　　　　「くにたちはたけんぼ小野淳氏講演会」「くにたちはたけんぼ小野淳氏講演会」報告報告

令和４年度の教育費当初予算総額は、

29億7283万3千円です。

　令和４年度の教育施策は、令和３年度に引き続き、コロナ禍における学びの保障、フルインクルー
シブの理念に基づくきめ細やかな個別支援のための環境整備を進めます。
　第二小学校校舎や給食センターの建築、校舎の非構造部材（天井、照明器具等）の耐震化といった
施設面についても着実に実施していきます。
　社会教育・社会体育の分野では、総合体育館、芸術小ホール、郷土文化館の修繕等を行うほか、貴
重な文化財である旧本田家住宅の解体・復元事業を引き続き実施していきます。
　その他、令和４年度に実施する事業についていくつか抜粋して紹介します。
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令和４年度　国立市立小・中学校　　※各学校のホームページ随時更新中！是非ご覧ください！

特色ある学校づくりを目指しています特色ある学校づくりを目指しています

山上真哉 校長

黒田宏一 校長

山口　茂 校長

白鳥　聡 校長

小菅和子 校長

小畑行広 校長

内田辰彦 校長

苫米地髙志 校長

小林理人 校長

日野正宏 校長

牧野陽一郎 校長

久保光弘 副校長

毛利亜紀 副校長

田中　圭 副校長

森山　明 副校長

長澤正幸 副校長

清原周栄 副校長

鈴木　淳 副校長

岩月尊之 副校長

栁澤　謙 副校長

野口陽子 副校長

大類英美 副校長

　国立第一中学校は本年度創立７６年目を迎えま
す。多くの卒業生がこの学び舎を後にし、我が母
校を誇りとして活躍しています。この伝統ある国
中を守り、さらに発展させ信頼をいただけるよう
に「チーム国中」を今年度もスローガンとし、保
護者、地域、教職員が同じ方向を向いて共に寄り
添いながら躍進して進化し続ける国中でありたい
と願っています。
 １　教育目標

「たくましい、心豊かな人間をめざして」
　 １　自ら学び、考え、自主的な行動をしよう。
　 ２　豊かな創造性を養おう。
　 ３　思いやる心をもとう。
　 ４　健康な心身をつくろう。
２　 教育目標の実現に向けた令和３年度の重点　　

～チーム国中～
  共に楽しく学び合える環境の中で、自ら考
え、人のために行動できる国中生

～チーム国中～
   保護者、地域、教職員が同じ方向を向いて
共に寄り添いながら、躍進して進化し続ける　
国中でありたい。
　私たちは「チーム国中」を強く意識し、保
護者、地域の皆様と共に開かれた国中、地域
に愛され、誇りとなる国中を目指します。

『子供たちの模範となり、丁寧に鍛え、成長率ＮＯ．
１をめざす！』
～鍛え・乗り越え・考え・成長する国立二中～

１．教育目標と重点目標
（１）教育目標
　　 たくましく現代に生き、
　　　　平和で幸福な未来社会を創造する
　　　　　人間性豊かな生徒の育成をめざす
一、よく考え進んで学習する生徒
一、思いやりをもち協力する生徒
一、自らの心と体をきたえる生徒
一、正しく判断し実行する生徒

（２）令和４年度の重点目標
　　『共に学び、共に助け合い、共に生きる
　　　　　　「共学」「共助」「共生」の国立二中』
２．本年度の学校経営の柱

（1）意欲を高める学習指導～共に学ぶ ｢共学｣
（2） 規範意識を高め、自他を敬う生活指導～

共に助け合う「共助」　　
（3）互いを認め合う特別活動～共に生きる「共生」
（4）特別支援教育の充実
（5）組織的な学校運営の実現
（6）教職員の指導力向上

どの児童にとっても「学校が楽しい！」となるよ
うに、児童・家庭・地域社会・教職員がつながり、
教育活動を推進する学校
＜教育目標＞　◆目指す児童の姿　◯基本方針
＜よく考える子【重点目標】＞
　自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、自ら
判断して行動する力
◆ 習得した知識及び技能を活用させ、課題を解決

するために必要な思考力、判断力、表現力を身
に付けた児童

◯個別最適な学びと協働的な学びの充実
◯基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得
◯体験的・問題解決的な学習を推進
◯「社会に開かれた教育課程」を実現
＜なかよく助け合う子＞
◆  他者を思いやる心をもち、集団生活を通して社

会性を身に付け、皆と協働できる子
◯人権教育の充実　
◯規律ある温かい学校・学級作り
◯多様性を受け入れる交流活動
＜元気でたくましい子＞
　心身ともに健康で、根気よく取り組む力
◆ 健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実

現するために必要な資質・能力を習得した児童。
何事にも根気よく取り組む児童

◯体力を養い、運動能力を向上させる。
◯ 健康で安全な生活習慣を身に付け、生活改善に

進んで取り組もうとする態度の育成
◯ 自分の目標を設定し、計画的に取り組む力を付ける。
　子供たちの、元気に「いってきます！」笑顔で

「ただいま！」が毎日続くために、『はじめに子ど
もありき』をモットーに全教職員で子供たちの成
長を支えていきます。

【教育目標】
　　　○ かしこく 　（知）
　　　◎ やさしく　 （徳）（本年度重点目標）
　　　○ げんきよく （体）

《学校経営の基本理念》
　目の前の児童を大切にし、多様性を認め、それ
ぞれの生き方を目指すことができる資質や能力を
育成していくため、個別最適な学びと協働的な学
びの一体化を推進し、「子供たちに、未来を自ら
切り拓く力を身に付けさせる学校」を創ることを
学校経営の基本理念とします。

《私たち教職員の基本姿勢》
（1）授業力の向上を常に目指します。

・ 子供たちに「楽しく、分かる授業」を創ります。
・ 教員の一人一人が自己の専門性を見つめ、高

める研修を行います。
（2）信頼ある開かれた学校づくりに努めます。

・ 児童に丁寧で且つ適切な指導を行い、保護者
に寄り添う支援により信頼関係を築きます。

（3）子供の世界や感性を尊重します。
・ 子供のもつ力や可能性を信じ、どこまでも指

導・支援していきます。
（4）今あるものを常に見直し、改善につなげます。

・ 教育活動実施後の反省として、本校に必要と
判断したよいものは継続し、改善が必要なも
のは改善してまいります。

（5）未来を志向し、共有します。
・ 開校 50 周年の年として、次の 60 周年に向

けた５年後・10 年後の本校を創造し、共有
してまいります。

＜本校の教育目標＞
　○よく考え、進んで行動する子ども
　◎仲よく助け合い、よく働く子ども
　　重点項目【人間関係形成力の育成】
　○健康でたくましい子ども
＜短期的な目標＞
　・ どの子も分かる、どの子も学んで楽しい授業を

目指します。
　・ 主体的、対話的で深い学びの視点に立った授業

改善を進めます。
　・ 基礎的、基本的な内容の確実な定着を図ります。
　・  多様性を受け入れられる児童を育てます。
　・ 失敗を恐れず、挑戦していく児童を育てます。
　・ 健康的な学校生活を作ります。
　・ 心豊かな学校生活を作ります
＜校内研究等＞
　令和４年度東京都教育委員会
　体育健康教育推進校
　コオーディネーショントレーニング地域拠点校
　「考える体育」の実現に向けた研究
＜重点的な取組＞
　・ 全学年で算数のデジタル教科書使用
　・ １人１台端末とミライシードの活用
　 ドリル学習による学習の定着、意見交流、協働

的な学習、記録・レポートの作成　等
　 持ち帰り等の検証成果を継続
　・校務支援システム等の活用による校務効率化
　・モジュール時間を活用した６年間の英語学習
　・ＥＳＤ教育の推進
　・生活指導におけるＱ－Ｕの活用
　・積極的な生活指導の推進
　・オリパラ教育レガシーの継続
　 令和３年度オリパラ教育アワード校の指定
　 しょうがいしゃ理解教育の継続

　明治６年「潤沢学舎」として創立以来、今年
度で開校149年目を迎えます。国立市の小・中
学校の中で、	第一番目にできたことの誇りを胸
に、児童の大いなる夢や希望の実現と保護者・
地域の皆様の期待に応えられるように努めて
参ります。
 ＜教育目標＞
〇自分で考えすすんで活動する子
〇力を合わせて高め合う子
〇	思いきり体を動かし元気な子
　	「知」「徳」「体」の調和のとれた子供の育成
を目指し、明るい「挨拶」が飛び交う学校
づくりをしていきます。	

＜教育目標を達成するための基本方針＞ 
〇人権の尊重
　	異学年や特別支援学級との交流学習、命の
教育、道徳心醸成の推進
〇学力・体力の向上
　	「伝え合い」を柱とした思考力・判断力・表
現力の育成と体力向上・健康づくりの実践
〇地域連携
　	地域環境や人材を軸とした教材化、体験学
習の充実

＜教育目標＞
○つよく　 重点 　健康でたくましい子
　　　　　　　　目標に向かってやりぬく子　
　かしこく　　　意欲的に学ぶ子
　　　　　　　　よく考え表現する子　
　あたたかく　　仲間と共に成長する子
　　　　　　　　全ての命を大切にする子
＜めざす学校＞
　 　教育目標をもとに卒業生が考え、在校生

に残した３つの言葉を意識し、教育目標の
具現化と子供が主役の学校をめざします。

　〇最後まで根気強くやりとげよう（つよく）
　〇 失敗は成長のもと！自分の意見をしっかり

もとう（かしこく）
　〇 個性を尊重し、友達を認め合おう（あた

たかく）
　 ＜基本方針＞
　つづく　つながる　夢を育てる学び舎
　〇 全ての子供のよさ・可能性を伸ばし､ 自

己肯定感を育てる学校（夢を育てる学校）
　〇 持続可能な社会の実現をめざし、人や活

動、良さや伝統がつながる学校（つづく・
つながる学校）

　〇 学校づくりに主体的にかかわる力と豊か
な人間性を育む学校（子供が主役の学校）　

　※ ４つのない（うつらない　うつさない　
きずつけない　むりをしない）

　これまでの本校の歴史やよき伝統、校風を着実
に受け継ぎながら、新たな歴史を築いていく意識
をもち、子供が「ここで学べてよかった」と実感
できる学校づくりを目指します。
　教育目標「思いやりのある子」「考え実行する子」

「健康でたくましい子」を具現化し、一人一人の子
供が輝く学校の創造に向けて、教職員は心一つに全
力を尽くします。
◇思いやりのある子供の育成
・   「自分の大切さとともに、他者の大切さも認めるこ

と」を踏まえながら、他者への共感、自己とともに
他者を尊重する気持ち、感謝の心などの大切さを
子供が体験的に実感する教育活動を展開します。

◇学ぶことに喜びを感じる子供の育成
・    「児童がどう学んだか」「どのような資質・能力を身

に付けたか」に焦点を当てて、「学び」の質を一層向
上させるとともに、課題を捉え、解決のために必
要な情報を収集し、解決方法を考え、実行するこ
とにより、自発性・最後までやり抜く力・あきら
めず困難に立ち向かう力を養い、変化の激しい社
会に対応できる資質・能力の育成を目指します。

◇強くてたくましい心と体の子供の育成
・   「運動の楽しさに触れる」「体力の向上を実感する」
「チームの仲間との共感」などの経験を充実させ、
主体的に運動に取り組む姿勢を育てるとともに、
自らが心と身体の健康を保つことの意義を理解し、
心身の健康の保持増進に主体的に取り組むよう、
知識理解と実践を意図的・計画的に推進します。

・ 教育課程実践検証協力校〔文部科学省国立教
育政策研究所〕

・ 体育健康教育推進校（東京都教育委員会）

「夢いっぱい　感動いっぱい　チャレンジいっぱ
い国立第四小学校」
　これを合言葉としてすべての教育活動に関連付
け、児童に自分を高め、相手を意識させることで、
生きる力（知・徳・体）を十分身に付けさせます。

【教育目標】
○よく考え進んで学ぶ子（知）
○自分も友だちも大切にする子（徳）
◎正しく判断し行動できる子（徳）
○体を鍛え最後までやりぬく子（体）

〈教育目標達成のための基本方針〉
１  問題解決的な学習過程を重視した授業を中心

に、主体的・対話的で深い学びを推進して学
力の向上を図ります。

２  社会に開かれた教育課程の実現に向け、カリ
キュラムマネジメントの実現を図ります。

３  命を預かる責任の重さを常に自覚し、一人一
人の児童を大切にします。

４  フルインクルーシブ教育及び個別支援のため
の環境整備の充実を目指した特別支援教育を
推進し、「自立」と「共生」の心を育みます。

５  道徳教育について「考え、議論する道徳」へ
の質的変換を図り、内容を充実させます。

６  国立市教育委員会研究奨励校として、「主体的
にチャレンジし、課題をよりよく解決できる
児童の育成～主体的・対話的で深い学びの深
い理解と実践を通して～」という研究テーマ
にて、特別活動の研究を進めていきます。

７ 保護者・地域と一体になって児童を育てます。
【大切にしたいこと】
・人を大切に　・時間を大切に　・物を大切に
・元気な「あいさつ」　・明るい「笑顔」
・「スピードは誠意」という意識での対応
・ 令和 3・4 年度研究奨励校【国立市教育委員会】

国立第一中学校国立第一中学校

国立第二中学校国立第二中学校

国立第三中学校国立第三中学校

国立第五小学校国立第五小学校

国立第六国立第六小学校小学校

国立第七国立第七小学校小学校

国立第八国立第八小学校小学校

国立第一小学校国立第一小学校

国立第二国立第二小学校小学校

国立第三国立第三小学校小学校

国立第四国立第四小学校小学校

＜教育目標＞
◎学びあう子（本年度重点目標）
〇助けあう子
〇きたえあう子
＜目指す学校＞

「児童一人一人を大切にし、保護者・地域から信
頼される学校」
① 分かる楽しさ、できる実感、伝える喜びを大切

にする学校
②子供たちが安心して、元気に意欲的に学ぶ学校
③保護者・地域から信頼される学校
＜基本方針＞
①子供に寄り添った指導
②開かれた学校の実現
③組織的な取組
＜具体的な取組＞
・ 主体的・対話的で深い学びを実現する授業の

追究
・ 一人１台端末を活用した授業実践
・ 子供の命・安全・人権を最優先に考える
・ 特別支援教育の充実
・ 子供のことを第一に考えて保護者と連携、誠実

で丁寧な対応
・ 地域の教育力を取り入れた学校づくりの推進

令和４年度　児童生徒数及び学級数　（令和４年４月７日現在）
小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上段が学級数、下段が児童生徒数

学校名 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 特別支援学級 合計 特別支援教室 通級指導学級

一小 学級数 2 2 2 2 2 2 2 14
児童数 60 68 53 70 67 56 14 388 22

二小 学級数 3 3 3 2 2 2 3 18
児童数 90 75 84 67 62 63 17 458 30

三小 学級数 3 3 3 3 3 3 2 20
児童数 98 83 80 101 97 86 15 560 38

四小 学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数 48 64 54 74 53 59 352 29

五小 学級数 3 3 3 2 2 2 3 18
児童数 97 105 76 65 63 58 22 486 41

六小 学級数 2 2 2 2 2 2 12
児童数 53 65 66 68 69 76 397 35

七小 学級数 2 2 2 2 2 2 3 15 言語３クラス 45 人
難聴 1クラス ２人

児童数 47 53 46 41 53 49 21 310 23

八小 学級数 1 2 2 1 2 2 3 13
児童数 31 49 53 37 49 43 17 279 15

合計 学級数 18 19 19 16 17 17 16 122
児童数 524 562 512 523 513 490 106 3,230 233

中学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　※学級編制用のため、フリースクール等含まず。
学校名 １学年 ２学年 ３学年 特別支援学級 合計 特別支援教室

児童数計　3,230人
生徒数計　1,382人
児童・生徒数は学級編制上の人数

一中 学級数 4 4 5 2 15
生徒数 141 128 164 14 447 19

二中 学級数 6 5 5 3 19
生徒数 202 176 190 19 587 23

三中 学級数 3 4 3 1 11
生徒数 115 124 102 7 348 9

合計 学級数 13 13 13 6 45
生徒数 458 428 456 40 1,382 51

経営の基本理念
“ 学校とは生徒が「わかる喜びと学ぶ楽しさを

味わえる場」でなくてはならない”
〇授業力の向上に努めます。　
〇言葉と体験を重視した活動を行います。

【教育目標】
一「自ら考え正しい判断のできる人」
二「強い意志をもって実行できる人」
三「思いやりの心をもって助け合う人」
四「心身を鍛える人」

《本年度の重点》
○自ら考え正しい判断のできる人
　～主体的に学び自ら考える生徒の育成～
　教科横断的な授業に努め、深く考える力を育成
○思いやりの心をもって助け合う人
　～励まし、支え合う生徒～
　特別の教科 道徳を要とし、命と心の教育を重視

　 主体的に学び、深く考える機会を意図的・計画
的に設定し実施する
○「主体的・対話的で深い学び」による教科横断的な授業
○ 各教科で身に付けた力を生かす課題解決的な学習

活動（「SDGs 三中プログラム」の実践）
○ 授業力の向上～校内研究授業は外部講師を招聘し

て実施、教員相互の授業観察・協議の実施
○「特別の教科　道徳」の授業の充実
　～考え、議論する道徳授業の実践～
〇一人一台タブレット端末を活用した授業の推進
○学校満足度調査を活用した魅力ある学校づくりの推進
○ 特別支援教育の推進～特別支援教室「かがやき」

との連携（週２日、巡回指導教員による指導）
・ オリンピック・パラリンピックレガシーアワー

ド校表彰【東京都教育委員会】
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－この広報紙は再生紙を使用しています－ 【令和４年度　第１回総合教育会議】6 月 21 日（火）　午後 1 時～　市役所 3 階　第 2 会議室　傍聴可　教育総務課

　子どもたちの健やかな成長を支える学校教育の充実には、教員一
人一人の健康と、やりがいをもって続ける環境を整備することが重
要です。しかし、学校を取り巻く環境が複雑化・多様化し、学校に
求められる役割が拡大する中、教員の長時間労働の実態が明らかと
なっています。国立市教育委員会では、学校の働き方改革を推進す
ることで、学校教育の質の維持向上を図っています。

〈具体的な取組内容の例〉
○	学校の組織力向上のため、全校にスクールサポートスタッフ、部
活動指導員及び家庭と子どもの支援員を配置しています。
○	教員が時間を意識して仕事に取り組むため、出退勤時にタイムカー
ドを打刻しています。
○	中学校部活動の活動時間について、1日の活動時間は、長くとも
平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週末を含む）は３
時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的かつ効率的・効果的
な活動を行っています。

〈保護者・地域の方へのお願い〉
◎	早朝や午後６時以降は、学校へのご連絡はご遠慮ください。
◎	年間で予定が決まっている面談等は、勤務時間内での設定をお願い
します。
◎	休暇取得促進のため、夏休みに５日程度、学校に教員が不在の時
期があります。

教育指導支援課

　国立市教育委員会では、GIGAスクール構想の実現に向けて整備
した一人一台端末をより効果的に活用し、新型コロナウイルスの感
染拡大状況にあっても子どもたちの学びを保障するため、家庭に端
末を持ち帰って学習することのできる環境整備を支援しています。
具体的には、希望者に対しモバイルWi-Fi ルーターを貸し出しま
す。また、就学援助の対象世帯に対しては、市で契約した通信回線
とWi-Fi ルーターを併せて貸し出します。
　国立市立小・中学校にお子さまが在籍しているご家庭のうち、希
望者には4月から順次貸出を行っています。詳細は国立市ホームペー
ジ「家庭学習用モバイルWi-Fi ルーターの貸出について」をご確認
いただき、新規に貸出を希望される場合は申請をお願いします。
　4月から新たに小学校に入学されたお子さまのご家庭については、
今後学校を通じて案内を配付する予定です。

教育指導支援課
　国立新書を紹介するブック
トレーラー（本の紹介動画）
の作成にご協力いただいた国
立第一中学校の生徒に感謝状
を贈呈しました。

　令和5年1月9日（月・祝）に開催されるくにはたちの集い（旧成人式）に向け、
準備会メンバーを募集しています。
　準備会では、くにはたちの集いの企画・運営（当日実施するイベントの
企画や司会）、参加者に配布するプログラムのデザインなどを、メンバー皆
で話し合って進めていきます。過去の準備会では、記念映像の制作やじゃ
んけん大会などを企画しました。
　8月末ごろから、月に2回程度集まって活動します。
　今まで関わりのなかった、
違う小中学校の同世代と知り
合えたり、みんなで協力して
一つのことを成し遂げる経験
ができます。
　メンバーの対象は、平成14
（2002）年 4月2日から平成
15（2003）年 4月1日生まれ
の方です。

　関心のある方はお気軽に、電話かメールで下記へご連絡ください。
メール 	oubo_shogaigakushu@city.kunitachi.lg.jp

生涯学習課社会教育・文化財担当☎ 576-2111（内線 323）

　国立第七小学校は令和４年度に創立50周年を迎えます。
学校においても、ＰＴＡと協力し記念誌の発行を予定して
います。記念誌の制作にあたり、国立第七小学校の思い出
となる写真を募集します。
期間　令和4年 6月 30日（木）まで
方法　	紙焼きの場合は封筒に入れ国立第七小学校 2階受

付前に設置するポストへ投函ください。
　データの場合は下記アドレスまたはＱＲコードからメー
ルをお送りください。
　氏名・連絡先・撮影年月日・写真のエピソードや思い出
を一文、わかる範囲でご記入をお願いします。

　大変恐縮ですが、お寄せいただいた写真は返却できません。紙
焼きの場合は焼き増し等の対応をお願いします。
メール　kunitachi7es50thanniversary@gmail.com

　教育総務課

学校の働き方改革を推進します学校の働き方改革を推進します

家庭学習用モバイルWi-Fiルーター家庭学習用モバイルWi-Fiルーターのの貸出について貸出について

国立新書ブックトレーラー感謝状

  令和４年度   令和４年度 くにはたちの集いくにはたちの集い（旧成人式）（旧成人式）のの準備会メンバーを募集準備会メンバーを募集しています!!しています!!
（令和５年１月実施）（令和５年１月実施）

 ＜略歴＞　
昭和49年　駒澤大学法学部卒業
平成 3 年度より都内小学校教頭　 ２校
平成10年度より都内小学校校長　 ４校
平成27年度より明星大学非常勤講師

啓明学園初等学校校長
兼啓明学園幼稚園園長

平成31年より国立市教育委員会教育委員
 ＜任期＞
令和 4 年 4 月 1 日～令和 8 年 3 月 31 日

教育指導支援課

教育委員に就任（再任）しました教育委員に就任（再任）しました

国立第七小学校創立50周年に向けて写真を探しています！国立第七小学校創立50周年に向けて写真を探しています！

寄贈していただきました。寄贈していただきました。

▲成人式当日 ▲成人式準備会の様子
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東京ロータリークラブ様より
ランドセルカバー　　600 個

読売センター国立様より
防犯用キーホルダー　580 個

※撮影の際、一時的にマスクを外しています。

　民法の改正により、令和4年4
月から成年年齢が18歳に引き下
げられました。
　国立市では、成年年齢引き下げ
後も、引き続き20歳を対象とし、
「くにはたちの集い」の名称に改め
実施していきます。
生涯学習課社会教育・文化財担当

成人式の名称を
「「くにはたちの集いくにはたちの集い」」

にに変更します

操
くり

木
き

　　豊
ゆたか

　動画はこちらから

▲

国立市ホームページ
「ブックトレーラー」

▲ 問合せ用
　メール
　フォーム


